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ERRATA SHEET

DS26324
3.3V、16 チャネル、 E1/T1/J1 短距離ライン

インタフェースユニット

japan.maxim-ic.com 

改訂版 A2 の正誤表 
下記の正誤表は、DS26324 改訂版 A2 コンポーネントの動作がデータシートにおける想定または記載と異なる状況を説明して

います。ダラスセミコンダクタは、今後のダイの改訂においてこうした不具合を修正する予定です。 
 
この正誤表シートは、DS26324 改訂版A2 コンポーネントのみに適用されます。改訂版A2 コンポーネントは、yywwA2 の形式の

6 桁コードがパッケージの上面に印刷されています。この形式では、yyおよびwwはそれぞれ製造年度および製造週を表す 2 桁の

番号です。他のDS26324 のダイ改訂版に関する正誤表シートを入手するには、マキシムのウェブサイト japan.maxim-
ic.com/errataを参照してください。 
 
 
 

現時点ではこの改訂版に関する正誤表がありません。 

http://japan.maxim-ic.com/errata
http://japan.maxim-ic.com/errata
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